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＜連絡事項＞
・8/29（土）13時より厨房が断水となるため、昼食の洗浄を10分程度早めることとなっています。
＜患者様連絡事項＞
・居室変更：下斗米　悟様　403号室→406号室　　飯豊　信雄様　406号室→403号室
・高田　マキ様～サンダルの持ち込みがないため、母へ連絡しています。明日郵送すると返事がありました。

＜要注目の患者様＞


















・上村　みわ様～食事は1/3～1/2摂取しています。メイバランスミニも拒否なく飲用しています。リハパン交換の促しには拒否ありません。悲観的言動はありません。皮膚症状と食事摂取量、精神症状の観察を引き続き行っていきましょう。
・小笠原　文人様～日課は比較的問題なく行っていますが、同室者より靴がなくなったと訴えあり、確認していますが本人は否定しています。トラブルはありませんが居室変更で対応しています。今後も他者とのトラブルに至らないように関わっていきましょう。
・惠茂田　義春様～昨日は不眠時薬を服用していますが、2時前には起き、以後ほぼ不眠で経過しています。本日は訴えの多さや頓服薬服用希望なく経過していますが、やや表情の硬さみられています。話を傾聴し対応していきましょう。

＜田名部Drケース検討・診察情報＞
・畑中　成夫様～ＯＴにて、安ケ平Ｄｒに声を掛けられ、好きなスタッフの事を話したら、主治医と相談して進めるよう言われたと話し、主治医からはスタッフと交際はできない事を説明受けている。また「退院したい、内田さんの様に何回か外出して進めて行ってほしい」と話され、姉様の同意が必要な事や退院後の環境が整わないと難しい事を説明受けている。臨時薬のカロナールは飲み切り止めとなっている。
・蕨　真理様～特に変わった事はなく、体調不良や苛々もない、夜間も眠れていると答え
ている。処方変更なし。
・高田　マキ様～「薬がポン菓子の味がするのがある」「来週外出していいですか？タバコは何本吸っていいですか（外出時）」等、一方的に訴えている。外出は母様の了承がとれればいいが喫煙はダメと思うなど説明受けている。脚の状態も悪化ない為、軟膏は中止となる。
・高橋　義明様～苛々ないです、幻聴減ってますと答えている。涼しくなったら、ロナセンテープを再度試す事を伝えられ、「効果がないです」と言い、一週間程継続しないと効果が期待できないことを説明受けている。
・高橋　伸治様～最近は体調良かった、熱中症状や苛々する事はなかった、夜間も眠れていると落ち着いて答えている。

・尾嵜　マリ子様～体調・睡眠・苛々感等問われ、「大丈夫じゃないけど、眠れない時もある、人間だから苛々する事もある」ト素っ気なく返答されている。処方変更なし。
・杉澤　恵子様～「4～5日前から時々この辺が（と喉を触れながら）気持ちが悪くなる」と訴え、適宜水分補給など熱中症対策について説明受けている。弟様からの差し入れの事・腰痛など言いたい事を一方的に話している。処方変更なし。
・飯豊　信雄様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では不調の訴えもない。しかし、時々夜あたりに表情険しくして、誰に対してでもなく怒声を上げていることがみられるようである。幻聴や音も大丈夫と穏やかに話されている。
・千葉　光広様～尿道口の痛みは時々ある。腰痛は良い。苛々・幻聴・物を壊したくなる衝動はないと話している。アラミスト点鼻薬処方あり。

＜田名部Dr　退院支援委員会会議＞

・畑中　成夫様～体感幻覚、幻聴、妄想がある。幻聴や幻臭等に左右されず安全に日常生活を送る事ができるよう関わり、今後は、本人は自宅への退院を希望しているが施設入所方向ですすめていく。
・蕨　真理様～病識がなく、退院後は拒薬する可能性がある。症状再燃の可能性あり。デ

ポ剤は拒否している。入浴への拒否はなく、服薬の自己管理も問題なく経過している。7月上旬にケア会議行い、自宅退院に向け、サービス調整行っている段階。今後は体験利用を行い、退院前訪問指導を実施していく予定。
・高田　マキ様～病識の欠如、妄想状態により他者と円滑な関係を築くことが難しい、また欲求制御出来ず、嗜好品等の自己管理ができない。家族は今後の受け入れ先として施設入所方向を検討するが、妄想が常に存在している状況下では受け入れ施設がない状況。母様は外出訓練に対しては協力的であるが、自宅退院に関しては難色を示している。

・高橋　義明様～夜間小声の独語が持続。服薬調整中。夜間の睡眠不安定さあり。ＡＤＬは見守りで出来ているが、執拗に同内容を伝えると易怒性となる。兄は同居するのであれば支援はしないと言い非協力的。施設入所方向であるが、服薬調整中で支援は進んでいない。
・高橋　伸治様～環境の変化により精神症状悪化の可能性はないが臥床傾向。退院後の生活場所がない状況今後親族との関係性も不良。身障者向けの施設の方向へ進めて行く。
・尾嵜　マリ子様～家族は本人の退院に対し強い不安を持っている。服薬自己管理中であるが、怠薬により症状が悪化する可能性がある。外泊時、何もせず服薬も妹が介入し服薬しており、施設入所を希望している。日中臥床傾向にあり活動低下している。家族面談にて本人は退院を希望しているが、家族は施設入所を希望している。外出泊をすすめているが、延期となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・杉澤　恵子様～他患者様の行動や些細な事に対し干渉的な行動あり、暴言・粗暴行為が目立つ。家族は自宅へ受け入れは拒否的だが関係性は良好。歩行時ふらつき著明、転倒の危険性高い。ＡＤＬ医事と病状安定をはかり、今後は施設入所を検討していく。
・飯豊　信雄様～認知機能障害により日常生活に支障があり、ＡＤＬは一部介助要する状態。にやつきや逸脱行動がみられるが、最近はほとんどない。薬剤調整にて、精神面が落ち着き、日常生活が円滑に送る事が出来るよう関わり、施設入所に向けすすめていく。要支援１となっている。
・千葉　光広様～過去に器物破損を行って青山荘退去となった為、退院後の居宅がない状態。本人は自宅への退院を希望しているが、破壊的行動を繰り返す可能性がある。退院先については施設入所の予定であるが、青山荘への再入所は難しい。
